
　令和５年度　東区地域力向上事業（助成事業）　事後評価

【助成事業】

評価

東区ら
しさ

達成度
支援の
必要性

費用対
効果

1
「金原明善さんと今を生きるわ
たしたち」マンガ冊子制作

金原明善編集委員会 終了 Ａ Ａ Ａ Ｂ 2,000,000円

2 大好き 笠井文化祭
「大好き 笠井文化
祭」実行委員会

終了 Ａ Ａ Ａ Ｂ 73,000円

合計 2,073,000円

市執行額
（補助金額）

団体名 実施状況№ 事業名

地域力向上事業の評価基準について

評価 Ａ　高い Ｂ　普通 Ｃ　低い

判断
基準

評価 Ａ　高い Ｂ　普通 Ｃ　低い

判断
基準

評価 Ａ　高い Ｂ　普通 Ｃ　低い

判断
基準

評価 Ａ　高い Ｂ　普通 Ｃ　低い

判断
基準

評価項目 評価及び判断基準

東区らしさ
・事業の実施にあたり、各区固有の人材、資源などを活かせたか。
より発展、強化させることに繋がったか。

事業目的の達成度

・提案時点で掲げた目的をどの程度達成したか。

費用対効果

・市が補助金を支出して支援を行う必要性（財政面で市の支援を必
要とする事業であるかどうか）

・事業実施により得られた効果と、かかる経費のバランスは適切
か。

財政支援の必要性



＜　令和５年度　＞ （　中央区　東行政センター　）

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

東区ゆかりの偉人を題材としていることから、東区らしさが高い事業である。
当初に計画していた14,000部から19,000部に増刷し、規模を拡大して実施した。防災や地域づくりの考え方の教材と
して、市内小中学校を中心に広く普及させることができたため、事業目的の達成度は高いとした。
防災啓発や郷土の誇りの醸成に資する事業であり公益性が高いため、財政支援の必要性は高いとした。
冊子は完成したが、今後の活用により地域の防災意識のさらなる向上が期待できると考えられるため、現時点での
費用対効果は普通とした。

・
・

・
・

【冊子の概要】

「金原明善さんと今を生きるわたしたち」マンガ冊子制作

郷土の偉人金原明善さんと今を生きるわたしたち

子どもから大人までが防災への心構えを学習できる教材となり、また郷土愛をはぐくむツールとなっ
た。

・

ランク

A B
項　目

内容

助成事業　№1

　事　業　名

実施団体名 金原明善編集委員会

事業の目的

事業の成果

（内容）

東区出身の偉人金原明善の生涯から、防災や地域づくりの考え方を学習できるマンガを作成する。
没後100年となる令和5年に作成し、市内の小中学校・図書館・公共施設等に配布する。

・
・

A4判／カラー刷り／全64ページ

　２）　事業目的の達成度 高い 普通 低い

総事業費 6,098,822円 補助金額 2,000,000円

評　価

普通

　１）　東区らしさ 高い 普通

【まなび編】【資料編】

26ページで構成

自助・共助・公助の役割を学ぶことがで
きるワークシートやコラム、資料を掲載
している。

低い

19,000部

金原明善の人生と天竜川の治水を
描き、防災やさまざまに展開された
事業をわかりやすく紹介している。

C

題名

体裁

・

【マンガ編】

36ページで構成

・

・

意見等

　３）　財政支援の必要性 高い 普通

市立小中学校

協働センター、ふれあいセンター

協賛者、協力者等

特別支援学校

放課後児童会

浜松市地域力向上事業実施要綱第３条第１項第２号の「安全安心な地域づくりに関する事業」、同第４号の「文化・
スポーツ・生涯学習の振興に関する事業」及び同第６号の「地域の特性を活かしたまちづくり事業」に該当する事業
である。

東区役所（現東行政センター）

発行部数

低い

主な配布先

　４）　費用対効果 高い

県西部図書館

市文化施設、学習施設

低い

1



＜　令和５年度　＞ （　中央区　東行政センター　）

前回（令和元年度実施）に引き続き、さまざまな世代の地域住民や団体が交流し、多くの笑顔が見ら
れた。

内容

実施場所

実施時期

普通

助成事業　№2

　事　業　名 大好き 笠井文化祭

実施団体名 「大好き 笠井文化祭」実行委員会

事業の目的
・
・

笠井・豊西地区の活性化と郷土愛を育む
笑顔で仲良く暮らせるまちづくり

事業の成果

（内容）

・

テーマ 和・笑・輪（なごんで・わらって・輪になって）

【イベントの概要】

総事業費 194,704円 補助金額 73,000円

普通 低い

評　価

項　目
ランク

　１）　東区らしさ 高い

　４）　費用対効果 高い 普通 低い

低い

　２）　事業目的の達成度 高い 普通 低い

令和5年11月3日（金・祝）

笠井観音

１　ステージ
　地域住民の音楽披露、地域の歴史トークショー

２　作品展示
　俳句、書道、写真

３　昔遊び体験
　折り紙、お手玉、輪投げ、輪飾り、三つ石並べ

４　各種出店
　遠州焼き、焼きそば、竹とんぼ、ロールケーキ等

A B C

・

　３）　財政支援の必要性 高い

だるま市等の笠井地区の地域資源を活用したイベントもあり、多様な世代の地域住民が交流する場となったため、
東区らしさが高い事業である。
事業の目的として設定したとおり、地域の活性化やコミュニティづくりに資する内容で実施したため、事業目的の達成
度は高いとした。
コロナ禍により共助の基礎となる地域住民の交流の減少に拍車がかかる中、2回目の事業実施により地域のつなが
りの再構築が図られている点が公益性が高く、財政支援の必要性は高いとした。
今回は4年ぶりの実施であり、今後継続していくことでさらなる地域の活性化が期待できるため、現時点での費用対
効果は普通とした。

浜松市地域力向上事業実施要綱第３条第１項第１号の「地域コミュニティづくりに関する事業」、同第４号の「文化・ス
ポーツ・生涯学習の振興に関する事業」及び同第６号の「地域の特性を活かしたまちづくり事業」に該当する事業で
ある。

意見等

・

・

・

・
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